
◆ 2013年夏休み海外ツアー問合せ数は、2012年比で88％。やや微減
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜夏休み期間の海外ツアーへの問合せ数2013－2012年比＞

○全国計：88％
○東京発：89％
○大阪発：82％
○名古屋発：76％

◆2013年夏休み人気渡航先は、１位オアフ島、２位は台北、３位はパリ。
TOP10の顔ぶれは、バンコク・バリ島・シンガポールと「ＡＳＥＡＮ諸国 」に勢いが見られる

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

＜人気渡航先(シェア)トップ10＞

1位：オアフ島(ハワイ)：シェア10.8％ ／2012年順位１位・2011年順位１位

2位：台北（台湾）:シェア3.7％ ／同５位・５位

3位：パリ（フランス）:シェア3.5％ ／同４位・４位

4位：グアム：シェア3.4％ ／同３位・３位

5位：ソウル（韓国）：シェア2.8％ ／同２位・２位

6位：バンコク（タイ）:シェア2.7％ ／同８位・10位

6位：バルセロナ（スペイン）:シェア2.7％ ／同９位・７位

8位：ローマ（イタリア）:シェア2.4％ ／同６位・６位

9位：バリ島（インドネシア）:シェア2.0％ ／同圏外・７位

10位：シンガポール:シェア1.9％ ／同10位・圏外

◆2013年夏休みツアーは短期間が減少、５日間、６日間ツアーがメイン。日数平均は6.0日で長期化
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

＜ツアー日程別の問合せ（シェア）2013年＞ ＜ツアー日程別の問合せ（シェア）2012年＞ ＜ツアー日程の平均日数＞

1位：６日間（シェア21.9％） 1位：６日間（シェア20.4％） ○2013年：平均6.0日
2位：５日間（シェア21.7％） 2位：５日間（シェア19.8％） ○2012年：平均5.8日
3位：８日間（シェア15.4％） 3位：４日間（シェア16.7％）

問い合わせの多かったツアー日程は６日間、ほぼ同率で５日間が続き、これらの日程で全体の4割超を占める。一方短期間のツアー
が減少したことで、平均日数も6.0とやや長期化の傾向。ソウルのシェアが減ったことにより、近場のアジア圏と、中・長距離に分散
した結果と考えられる。前年までは短期化の傾向があったが、今年は長めの夏休みとなりそうだ。
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海外旅行比較検索サイト『エイビーロード』

2013年夏休み期間海外ツアー問合せ概況

円安の兆しの中でもハワイ（オアフ島）がダントツの１位。ソウルが５位にランクダウンするも、
バンコク・バリ島・シンガポールがTOP10入りと、ASEAN諸国が人気上昇

【本件に関するお問い合わせ先】
https://www.recruit-lifestyle.co.jp/support/press/

結果サマリー

株式会社リクルートライフスタイル（本社：東京都千代田区 代表取締役社長 北村吉弘）の海外旅行領域の調査・研究部門
であるエイビーロード・リサーチ・センターは、海外旅行検索・比較サイト『エイビーロード』に掲載されている海外ツアーへ
のユーザーからの問合せ実績を集計し、2013年夏休み期間の海外旅行マーケットの動向を、以下の通り発表いたします。

▼『エイビーロード2013夏休み期間海外ツアー問合せ概況』詳細はこちら
http://www.ab-road.net/research_center/release/misc/pdf/20130701_01.pdf

■集計方法 ：海外旅行検索・比較サイト『エイビーロード』に掲載されている「夏休み期間」の海外ツアーへの
ユーザーからの問合せ数を集計

■夏休み期間の定義：7月13日～9月30日のいずれかが旅行期間に含まれる旅行ツアー
■集計時期 ：1月1日～6月17日までに「夏休み期間」の海外ツアーへ発生した問合せ数
■問い合わせの定義：『エイビーロード』カスタマーのメールを通じた旅行会社への問い合わせと、旅行会社へのホーム

ページへのリンク数を含めた数値

2012年の問合せ数を100％としたときの、2013年の問合せ数を％で表示。東
京発は成田発・羽田発の合計。大阪発は関空発・伊丹発の合計。全国平均
88％。主要出発地別では東京発海外ツアーの問合せ数が前年比89％と減少率
が最も少なかった。昨年好調だった名古屋は、前年比76％にとどまった。

夏休み期間で最も人気の海外旅行先は、過去２年にお
いても１位を獲得した「オアフ島（ハワイ）」。昨年
と比べ円安が進んでいるが、依然旅行先としてはハワ
イが人気だ。一方これまで好調だった「ソウル」が５
位に後退し、代わりに「台北」が２位に上昇。３位に
「パリ」が入った。「グアム」は昨年３位から４位へ。
６位には「バンコク」が昨年から順位を上げ、９位の
バリ島は圏外から返り咲き。10位のシンガポールも前
年から順当にランキングに残っており、：ＳＥ：Ｎ諸
国の勢いが感じられる顔ぶれに。
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